
医工連携により、臨床ニーズに応える試作品を開発しても出口戦略が十分でなく、ビジネス化
まで長期間を要したり、ビジネス化を断念するケースが多い中で、異業種から医療機器分野に
参入し、医療機器等が事業の柱に成長しているケースもあります。
本セミナーでは、ビジネスにつなげる医工連携を目指す歯科大学及び医療現場とものづくり現

場とを融合するプラットフォーム形成を実践している団体のキーパーソン並びに、異業種からメ
ディカル機器分野に参入し医工連携等により、医療機器等を主力事業に成長させた企業経営
者から、医工連携のポイント等について具体的なご講演をいただきます。

ビジネスにつなげる医工連携セミナーのご案内
長野県次世代リーディング産業創出支援事業
広域産学官交流ネットワーク ２０１７事業
諏訪圏６市町村によるSUWAブランド創造委託事業

平成29年8月29日（火）13:00～17:25（受付12:30～）

定員60名

講演概要

松本歯科大学におけるこれまでの医工連携の取り組みや、同大学が提示する臨
床ニーズを基に、医療機器ビジネスのノウハウ有する製販企業及びものづくり企
業が集い、機器の開発・改良を目指す共同研究体立ち上げや交流を目的とする
『松本歯科大学臨床ニーズ発表・産学交流会』などの新たな取り組みもご紹介い
ただきます。松本歯科大学 教授

産学官連携推進室 室長
増田 裕次 氏

（一社）日本医工ものづくりコモンズ
副理事長 慶應義塾大学名誉教授
早稲田大学招聘研究員

谷下一夫 氏

（一社）日本医工ものづく
りコモンズ 専務理事
柏野 聡彦 氏

株式会社スズキプレシオン
代表取締役会長
鈴木 庸介 氏

株式会社タナック
代表取締役
棚橋 一成 氏

医療現場で有用な医療機器開発を実現させるためには、医療現場での医療者
の価値感を共有して、医療者とものづくり工学者が継続的持続的に共創するプロ
セスが必須です。このような価値感の共有と共創は、分野間の壁が厚い我が国で
は自然発生的には実現出来ません。このような開発の道筋を意図的に構築する
事が、我が国における医工連携の課題です。そこで、現在取り組まれている具体
的な事例を紹介しながら、共有と共創の重要性に関して概説します。（講師より）

シリコン材料販売やシリコン製品の製造等を手掛け、5年前までは医療機器と
は全く縁がなかった同社が手探りではじめた医療機器関連事業を、短期間でどの
ようにして主力事業に成長させたかや、その際のポイント等について、はじめて獲
得した公的資金が経済産業省の「サポイン」という㈱タナック創業者に公的資金の
活用法も併せご講演いただきます。

医工連携は、未来の日本の“元気の素”です。皆さんの技術を医療分野に活か
して日本を元気にしましょう！ 医工連携は臨床現場から始まります。皆さんが臨
床現場と、どのように出会うか？どのように交流するか？どのように出口を確保す
るか？といった観点から、日本全国の最新情報を交えながら「医工連携の成功の
ヒント」をご紹介します。ぜひセミナーにご参加ください！（講師より）

自動車や半導体製造装置向け切削加工部品などの主力事業から、医療機器部
品供給、医療機器製品開発など医療分野への転換をし、更に、社内医療機器部
品加工用に開発した４倍速スピンドルの製品化を実現、製品メーカーとして業務
転換を果たしたその課題と解決法などを体験談として講演いただきます。



長野県テクノ財団ホームページ（http://www.tech.or.jp/head-office/seminar/）または下記フォームにご記入いただきFAXまたはメー
ル（pdf添付）にてお申し込みください。
F A X ⇒⇒⇒ 026-226-8838
E-mail  ⇒⇒⇒ me-techno@tech.or.jp

事業所名

ご記入いただきました個人情報は本セミナーの登録、主催者によ
る今後の開催案内等の送付以外他の用途には使用いたしません。

受講票は発行致しませんので、お申し込み後は当財団からの特
段の連絡が無い限り、当日会場までお越しください。

所在地
ＴＥＬ

ＦＡＸ

参加者
役職
氏名

名刺交換会 参加 ・ 不参加（いずれかに○印）

個別相談会 参加 ・ 不参加（いずれかに○印）

Ｅ－ｍａｉｌ

締切： 8/28

お申し込み方法

（名刺交換会ご参加の場合は8/24締切）

主催 長野県テクノ財団 長野県中小企業振興センター（よろず支援拠点） 諏訪圏ものづくり推進機構

長野県テクノ財団 メディカル産業支援室：桐山
TEL026-226-8101  E-mail: me-techno@tech.or.jp

ものづくり企業、大学、行政、金融機関及び産業支援機関のコーディネータの方等

無料（名刺交換会出席の場合は1,000円）

対象

お問い合わせ先

参加費

協力 日本医工ものづくりコモンズ

共催 松本歯科大学（予定） 信州メディカル産業振興会（予定） 塩尻市振興公社（予定） 八十二銀行（予定）

会場

http://www.tech-okaya.jp/webapps/www/facility/access.html

テクノプラザおかや（所在地：岡谷市本町1丁目1番1号 TEL0266-21-7000）

アクセス方法は次のホームページをご覧ください

（プログラムは都合により予告なく内容が変更となる場合がありますので、予めご了承願います。）

プログラム

セミナー(会場：１階　大研修室）

13:00 ～ 13:05 開会・主催者あいさつ
13:05 ～ 13:25 松本歯科大学における医工連携の取り組み 松本歯科大学　教授　産学官連携推進室　室長

増田　裕次　氏

13:25 ～ 14:25 医学と工学との融合を真に実現する道筋 （一社）日本医工ものづくりコモンズ　副理事長
慶應義塾大学名誉教授　早稲田大学招聘研究員
谷下一夫　氏

14:25 ～ 15:15 地域で医工連携に取り組むにあたり、大切なこと
～製販ドリブンモデルの実践経験から～

（一社）日本医工ものづくりコモンズ　専務理事
柏野　聡彦　氏

15:15 ～ 15:25 休憩

15:25 ～ 16:15 医療機器参入と自社製品開発で経営革新を目指
す

株式会社スズキプレシオン　代表取締役会長
鈴木　庸介　氏

16:15 ～ 17:05 超柔軟ゲルのニッチトップを目指す 株式会社タ
ナック　～医療分野参入へのチャレンジ～

株式会社タナック　代表取締役
棚橋一成 氏

17:05 ～ 17:15 長野県よろず支援拠点の活動状況及び支援事例 （公財）長野県中小企業振興センター
よろず支援拠点コーディネーター

17:15 ～ 17:25 質疑応答・閉会

個別相談会(会場：３階　人材育成研修室Ａ）及び名刺交換会（会場：３階　人材育成研修室Ｂ）

17:35 ～ 18:15 個別相談会

17:35 ～ 18:55 名刺交換会


